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第 4 章では，まず前章での測定結果を示し，さらに各分散媒中での C ー電位の測定値から，カーボンブ
ラック粒子の水溶液分散系における(-電位の成因について総合的に，理論的検討を行っている。すな
わち， ( 電位の成因を Grahameの電気二重層モデルで、考察し，粒子 Stern層の表面電荷密度の大き
さと，電気泳動時のすべり面の位置とが同時に関係する乙とを推論している。

















(1) ( 電位を求めるのに限外顕微鏡マイク口電気泳動測定装置を用いて，その泳動速度を測定して C
一電位を算出しているが，この場合の測定資料液の粒子濃度に最適域があり，泳勤電流は液の濃度lζ応
じて 0.25 ,.._, 2.00 m mol. drn 3ω場合 0.1 --0.8 mAの範囲 iζ調節する必要のあること，測定温度は
基準福度士 2.4 0Cの範囲で行えば，安定した C 電位が求められることを確認している口




(3) ご 電位の測定 iこよりカーボンブラック粒子の表面酸性基の定量ができ，さらに溶液中の各種イオ
ンの粒子に対する見掛けの Stokes径も算山できることを立証している。
(4) 同ーの溶液では( --電位と粒子径は正の相関を示し， (-電位とヨウ素吸着註とは負の相関がなり
たつことを明らかにしている。
以上の成果はカーボンブラック粒子の界面物性の解明に理論的根拠を与えると同時に，コロイド化学
ならびに界面電気化学の分野で問題となっている C 電位の成因に関する基礎資料となるもので，学術
および応用の両面において貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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